
 

 

 

 

外科・消化器外科  

疾患別概要 

当科では主に下記の疾患について診療を行っています。 

胃がん 

ガイドラインに沿って積極的に腹腔鏡手術を行っており、今年度は半数以上が腹腔鏡手

術で治療を行いました。術前・術後補助化学療法、進行・再発胃がんに対する化学療法も

全例が当科医師により行われており、切れ目のない一貫した治療が可能となっています。 

大腸がん 

ほぼ全例を腹腔鏡下手術で行っています。腹腔鏡下手術には、傷が小さく術後の回復が

早い、カメラによる拡大視効果で繊細な手術が行えるという利点があります。人工肛門が

必要となるような進行直腸がんに対しては積極的に術前抗がん剤治療を行っており、その

結果、がんが小さくなり人工肛門を回避できる場合もあります。肝転移や肺転移に対して

も積極的に切除を行うことで、治癒や予後延長を目指しています。 

乳がん 

乳がんの治療では外科的切除はもちろん、周術期の内分泌化学療法が重要となります。

早期がんを中心にセンチネルリンパ節生検を用いた腋窩リンパ節郭清の省略や、乳房温存

手術も積極的に行っています。進行がんに対しても、術前化学療法を行うことでがんが縮

小し、乳房温存手術が可能となる症例が増えています。またマンモグラフィー撮影装置を

利用した検診を行い、乳がんの早期発見に努めています。 

肝胆膵がん 

肝臓がんの治療には手術による切除はもちろんのこと、経皮的ラジオ波焼灼療法、肝動

脈化学塞栓療法、抗がん剤治療などがあり、がんの進行度や肝臓の状態により最適な治療

が選択されます。当科ではこれら全ての治療を行っており、再発が稀ではない肝臓がんに

おいても、状況に応じて様々な治療法を組み合わせ、できるだけ元気で長生きしていただ

けることを心がけて診療しています。 

胆道がん、膵がんは消化器がんのなかでも手術難易度の高いがんですが、日本肝胆膵外

科学会肝胆膵外科高度技能専門医を中心に、安全で確実な手術を心がけて診療しています。

進行した状態で発見され切除不能な場合も多いですが、積極的に抗がん剤治療を行い予後

延長を目指しています。特に膵がんにおいては、抗がん剤治療によりがんが縮小し手術が

可能となった例も少なからず経験しています。肝胆膵がんにおいても適応可能な症例に対

しては積極的に腹腔鏡下手術を行っています。 

胆道疾患 

胆嚢結石症や胆嚢炎に対する胆嚢摘出術は、全例腹腔鏡で行っています。急性胆嚢炎に

対する経皮的胆嚢ドレナージ、急性胆管炎に対する内視鏡的胆道ドレナージも全例外科医
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が担当しています。 

鼠径ヘルニア 

いわゆる「脱腸」と呼ばれる疾患で、治療法は手術のみです。いくつかの手術法があり

ますが、現在当科では、再発率が非常に低いクーゲルパッチというメッシュを用いた手術

を行っています。 

 

当科の特徴 

当院は救命センター、救急センター、化学療法センター、緩和ケア病棟を有しています

が、それらの運営には外科医師が中心的役割を担うかたちで携わっています。そのため、

がん診療においては、手術のみならず、急病時の診療、進行・再発がんに対する抗がん剤

治療、終末期における緩和医療まで一貫して対応可能です。患者さまにとって安全で質の

高い外科診療を目指し、日夜、研鑽と教育に励んでいます。 

 

呼吸器外科  

呼吸器外科では胸部悪性疾患（原発性肺がん、転移性肺腫瘍、縦隔腫瘍、胸膜腫瘍等）、

良性疾患（気胸、肺嚢胞症等）を呼吸器腫瘍センター、感染性疾患の治療を呼吸器・抗酸

菌症外来で行っています。 

令和 5年の全手術症例数は 71例、原発性肺がん手術症例数は 32例でした。呼吸器腫瘍

センターとしての役割は、患者さまの病状に応じた最善の治療の提供です。がん免疫治療

は高い治療効果が期待できる治療法で、肺がん治療の向上に寄与しています。これまでは

肺がんといえば長期間の予後は期待できませんでしたが、このがん免疫治療の導入で長期

予後は期待できる時代になってきました。手術適応がなくてもがん免疫治療で腫瘍は縮小

し、複数年治療継続し元気に通院治療されている患者さまもおられます。これまでの治療

では期待できなかった治療効果が得られるがん免疫治療は、手術ができない患者さまや手

術後再発した患者さまに使用されてきましたが、近年は適応が拡大され手術前、手術後の

抗がん剤治療でも使用されるようになりました。この目的は手術治療成績の向上、すなわ

ち術後再発の抑制です。そのため、手術治療後再発なく長期間の予後が期待できる時代に

なってきました。肺がんは治らない病気という印象がありましたが、現在は治癒が期待で

きる時代になってきています。 

その他に、当科では中国・四国地区や全国レベルの臨床試験に参加していますので、臨

床試験への参加をお願いすることがあります。臨床試験への参加は、当院で医療レベル向

上において重要な意味を持っています。基本的治療方針である「患者さまが受けたい治療

施設となれるように、最良治療の提供」が実現できるように、臨床・研究において日々精

進しております。本年もよろしくお願いいたします。 

 

［呼吸器外科の手術症例数推移］ 

年 令和元年 令和 2 年 令和 3 年 令和 4 年 令和 5 年 

全身麻酔手術症例数 105 96 73 94 71 

原発性肺がん手術術式の推移 65 57 40 47 32 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月・木曜日 術後カンファレンスにて、内視鏡手術ビデオを編集したものを全医師で

検討し、医療安全の面や内視鏡外科技術医認定資格取得に向けて研鑽し

ています。 

火 曜 日 診療科・部門横断的にキャンサーボードを行い、患者さま中心にがん治

療チームとして最適な治療方針を決定しています。 

水 曜 日 朝、化学療法カンファレンスにてその週の化学療法件数を報告し、レジ

メンの変更の際は個別の症例の紹介を行っています。 

午後は外科・呼吸器外科の総回診後、退院支援スタッフカンファレンス

を看護師、MSW（医療ソーシャルワーカー）や理学療法士と行い、患

者さまの継ぎ目無い（Seamless）退院や転院を図っています。 

金 曜 日 抄読会で最新文献から自己研鑽と全医師への還元を行っています。また

緩和ケアラウンドとチーム会議にて症例検討を行っています。 

随 時 標準医療を忌避する例や終末期の倫理的な問題について臨床倫理委員

会で検討しています。また研究課題については、文部科学省・厚生労働

省ガイドラインに従い、倫理研究委員会で審議を受けています。 
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外科全体の週間予定に沿って 

全身麻酔手術症例数 



 

 

田中 雅夫 理事長・院長 

日本膵臓学会名誉理事長、日本外科学会・日本消化器病学会・日本消化

器内視鏡学会監事、アジアオセアニア膵臓学会プレジデント 

日本外科学会外科専門医・指導医・認定医、日本消化器病学会消化器病

専門医・指導医、日本消化器外科学会消化器外科専門医・指導医、日本

消化器内視鏡学会消化器内視鏡専門医・指導医 

大谷 和広 消化器外科部長 

日本肝胆膵外科学会肝胆膵外科高度技能専門医、日本肝臓学会肝臓専門

医、日本外科学会外科専門医・指導医、日本消化器外科学会消化器外科

専門医・指導医、日本胆道学会認定指導医、日本がん治療認定医機構が

ん治療認定医 

宮竹 英志 外科医長・緩和ケア内科医長 

日本外科学会外科専門医、日本内視鏡外科学会技術認定医（消化器・一

般外科） 

萱島 理 外科医長 

日本外科学会外科専門医 

日本消化器外科学会消化器外科専門医・消化器がん外科治療認定医 

川地 眸 外科医長・乳腺外科医長 

日本外科学会外科専門医、日本乳癌学会乳腺認定医、日本がん治療認定

医機構がん治療認定医、日本乳がん検診制度管理中央機構検診マンモグ

ラフィ読影認定 

新垣 滉大 外科医師 

武田 和樹 外科医師 

＜呼吸器外科＞ 

吉田 順一  副院長 

日本胸部外科学会呼吸器外科専門医、日本感染症学会感染症専門医・指

導医、日本外科学会外科専門医・指導医、日本消化器外科学会消化器外

科専門医・指導医、日本化学療法学会抗菌化学療法指導医、ICD（イン

フェクションコントロールドクター） 

井上 政昭 呼吸器外科部長 

日本外科学会外科専門医、日本胸部外科学会呼吸器外科専門医、日本呼

吸器学会呼吸器専門医、日本がん治療認定医機構がん治療認定医 

名部 裕介 呼吸器外科医長 

日本呼吸器外科学会呼吸器外科専門医、日本外科学会外科専門医 

上田 彩加 呼吸器外科医師 

＜救急科＞ 

中原 千尋 救急科部長 

外科と関連科の医師と資格など 令和 5（2023）年 12月現在 



日本外科学会外科専門医、日本消化器外科学会消化器外科専門医・消化

器がん外科治療認定医 

 

 

 

   開腹 

開胸 

鏡視下 

消化管及び 

腹部内臓 

食道 食道切除再建術 0 0 

 食道（粘膜下）腫瘍摘出術 0 0 

  その他の手術 0 0 

  （上記のうち）食道がん切除手術総数 0 0 

 胃・十二指腸 胃全摘術 6 2 

  幽門側胃切除術 3 8 

  噴門側胃切除術 1 0 

  胃部分切除術 0 3 

  その他の手術 2 0 

  （上記のうち）胃がん切除手術総数 10 13 

 小腸・虫垂・結腸 小腸切除・狭窄形成術 5 2 

  結腸切除術 6 46 

  虫垂炎手術 0 14 

  腸閉塞に対する手術 11 0 

  人工肛門造設・閉鎖術 9 0 

  その他の手術 0 0 

  （上記のうち）結腸がん切除手術総数 2 41 

 直腸・肛門 直腸切除術 1 14 

  直腸切断術 0 1 

  大腸（亜）全摘術 0 0 

  肛門疾患手術 2 0 

  その他の手術 1 0 

  （上記のうち）直腸がん切除手術総数 0 15 

 肝・胆・膵・脾 肝切除術 10 4 

  胆のう摘出術 4 36 

  総胆管結石症に対する手術 1 0 

  膵頭十二指腸切除術 1 0 

  膵頭十二指腸切除術以外の膵切除術 2 1 

  脾臓摘出術 0 0 

  その他の手術 0 1 

  （上記のうち）肝・胆道・膵がん切除手術総数 14 6 

 腹腔・腹膜・後腹膜 ヘルニア手術 68 4 

外科全体の年間手術症例数 令和 5年（2023年 1月～12月） 



  その他の手術 25 8 

乳腺  乳房切除 11 0 

  乳房温存手術 13 0 

  その他の手術 8 1 

  （上記のうち）乳がん切除手術総数 24 0 

呼吸器・縦隔 肺・気管・気管支 肺切除術 4 48 

  その他の肺・気管・気管支の手術 1 13 

  （上記のうち）肺がん切除手術総数 4 27 

 縦隔 胸腺摘除術 2 1 

  縦隔腫瘍手術 0 2 

  その他の手術 0 1 

頭頸部・内分泌 甲状腺疾患に対する手術 0 0 

 副甲状腺疾患に対する手術 0 0 

 その他の手術 0 0 

末梢血管 静脈瘤に対する手術 0 0 

 その他の手術 33 0 

外傷   3 0 

 

【業績集】 

＜発表＞ 

開催年月日 演 題 名 演 者 共同演者 学 会 名 場所 

2023.3.4 縦隔浸潤が疑われ術前

治療後に完全切除が可

能であった 1例 

井上政昭 名部裕介 

上田彩加 

吉田順一 

第 32回山口

県呼吸器外

科研究会 

ANA クラウ

ンプラザホ

テル宇部 

2023.3.11 結核と非結核性抗酸菌症の早

期鑑別：抗 glycopeptidolipid-

core lgA抗体 Cutoff値を検証

する 

吉田順一 白石研一郎 第 90回日本

呼吸器学会・

日本結核非

結核性抗酸

菌症学会九

州支部春季

学術講演会 

熊本市

民会館 

2023.4.11 特別講演 ［座長］ 

井上政昭 

 第 62回下関

呼吸器疾患

研究会 

下関グラン

ドホテル 

2023.4.21 特別講演 ［座長］ 

吉田順一 

 やまぐち NST・

ICT カンファ

レンス 

下関グラン

ドホテル 

2023.5.31 中外 eセミナー on Lu

ng Cancer 

［司会］ 

井上政昭 

 中外 e セミ

ナー on Lu

海峡メッセ

下関 

https://www.micenavi.jp/jacs2022/search/detail_person/name_integ:%E4%BA%95%E4%B8%8A+%E6%94%BF%E6%98%AD
https://www.micenavi.jp/jacs2022/search/detail_person/name_integ:%E4%BA%95%E4%B8%8A+%E6%94%BF%E6%98%AD


ng Cancer 

2023.7.12 HER2陽性胃癌に対し

て周術期抗 HER2療法

を施行した 2例の検討 

新垣滉大 他病院医師 第 78回日本

消化器外科

学会総会 

函館市 

2023.7.13-14 臨床病期 T1a・T1b肺癌

手術症例の検討 

井上政昭 名部裕介 

上田彩加 

吉田順一 

第 40回日本

呼吸器外科

学会総会 

新潟市 

2023.7.13-14 STAS と診断された非

小細胞肺癌の４切除例 

名部裕介 上田彩加 

井上政昭 

吉田順一 

第 40回日本

呼吸器外科

学会総会 

新潟市 

2023.7.15-16 EGFR-TKI で肺障害を

生じた後に EGFR-TKI 

を再投与した症例の検

討 

 多施設共

同研究 

井上政昭 

第 68回日本

呼吸器学会 

中国・四国地

方会 

香川市 

2023.7.15-16 初回治療として化学療

法と免疫療法を併用し

た進行非小細胞肺癌患

者の検討 

 多施設共

同研究 

井上政昭 

第 68回日本

呼吸器学会 

中国・四国地

方会 

香川市 

2023.8.23 講演 ［座長］ 

田中雅夫 

 医療安全セミ

ナー 

Web講

習会 

2023.8.25-26 Outcomes and cost compar

ison of three different lapp

aroscopic approach for Ilvi

ng donor nephrectomy:A re

trospective,single-center,inv

erse probability of treatme

nt weighting  analysis of 

551cases 

Koudai 

Shingaki 

 THE 18th CO

NGRESS OF 

ASIAN SOCI

ETY OF TRA

NSPLANTATI

ON 

Hong Kong 

2023.10.12 講演 ［座長］ 

井上政昭 

 地域医療研修会 

下関市立市民病院

化学療法セミナー 

Web講

習会 

2023.11.2-4 遺伝子異常を伴う肺癌

に対する免疫チェック

ポイント阻害薬治療の

検討 

井上政昭 名部裕介 

上田彩加 

吉田順一 

第 64 回日本

肺癌学会総会 

千葉市 

2023.11.2-4 EGFR 遺伝子変異陽性

肺癌に対する免疫チェ

ックポイント阻害薬の

効果を予測する臨床的

 多施設共

同研究 

井上政昭 

第 64 回日本

肺癌学会総会 

千葉市 
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